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パレスチナ問題
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シオニズム（ユダヤ人のパレスチナ帰還運動）
オスマン帝国崩壊→英国・国連委任統治

1947年、国連総会パレスチナ分割決議
1948年、第1次中東戦争
1956年、第2次中東戦争
1967年、第3次中東戦争⇒安保理決議242
1973年、第4次中東戦争⇒第1次石油危機
1979年、エジプト・イスラエル和平条約
1987年、第1次インティファーダ
1991年、マドリード中東和平国際会議
1993年、オスロ合意（暫定自治政府原則）
1994年、ヨルダン・イスラエル和平条約
1995年、オスロ合意II（暫定自治拡大合意）
2000年、第2次インティファーダ
2002年、アラブ和平提案
2007年、ハマースがガザを実効支配
2020年、アブラハム合意（UAE、バハレーン、
モロッコ（、スーダン）がイスラエルと国交正
常化）

ハマースとは？
• 1987年の第1次インティファーダ（民衆蜂起）時にア
フマド・ヤーシーンらが設立。武力によるイスラエル
駆逐を目指す。ハマースは「イスラーム抵抗運動」の
アラビア語の頭文字を取ったもの。

• ルーツは「ムスリム同胞団」だが、ムスリム同胞団
はエジプトを起源とするスンナ派のイスラーム主義
グループ、イスラーム法（シャリーア）にもとづく
政治体制を目指す。ムスリム同胞団は現在、多くの
アラブ諸国や欧米諸国でテロ組織指定。

• ハマースもイスラエルや欧米諸国ではテロ組織。
• 2006年の選挙で勝利したのち、パレスチナ解放機構

PLO主流派のファタフと対立、ガザ地区を占拠、以後
ガザを実効支配し、イスラエルとも何度も衝突した
り、腐敗したファタフと比べて、アラブ人からの人
気は高い。

• おもな要人：イスマーイール・ハニーイェ政治局長、
ハーリド・ミシュアル在外ハマースの長、ムハンマ
ド・ダイフ・イッズッディーン・カッサーム旅団司
令官
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アクサーの洪水 Ṭūfān al-Aqṣā作戦
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10月7日 パレスチナ・ハマースがイスラエルに対し大規模攻撃
（アクサーの洪水作戦）
• 大量のロケット弾をイスラエルに向け発射。
• 多くのハマース戦闘員がイスラエル国内に侵入。
• ハマースとイスラエルの衝突としては過去最大規模。
• 双方に多数の死傷者。イスラエルにとっては1973年以来最悪。
• ハマースがイスラエル人や外国人を拉致、ガザに連行。さらに
人質殺害を警告（テロ組織の印象を強めてしまう逆効果も）。

不意を突かれたイスラエル
• ユダヤ暦新年の行事
• 周到な準備
• 国内での反ネタニヤフの動き
• 西岸での入植活動活発化

• 衝突激化
• ガザ封鎖で生活状況の悪化

• パレスチナ全体が臨界点
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各国の反応
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米国 日本 英独仏伊米 クウェート バハレーン オマーン サウジ カタル UAE GCC AL AQ IS 露 中国 イラン

ハマース非難 ✓ ✓ ✓ ✓

ハマース賞讃 ✓ ✓

拉致非難 ✓ ✓ ✓

犠牲者憂慮 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

自制要請 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

イスラエル自衛 ✓ ✓

イスラエル支援 ✓ ✓

イスラエル批判 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

パレスチナ現状 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

パレスチナ国家 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
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今後の動き
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• 現時点では油価には大きな影響なし。アラブ産油国が石油武器戦略を発動する可能性も低い。
• イスラエル地上軍のガザ侵攻、ハマースの人質殺害など事態がエスカレートすれば、油価に
も影響？

• 周辺国への波及（シリア、レバノン）、イランへの飛び火
• 事態の長期化の可能性も？

• 落としどころ？
• ネタニヤフ政権への批判拡大（挙国一致内閣でしのぐ？）
• 地上戦でガザでの犠牲者増大・封鎖で人道危機深刻化

• 湾岸産油国での反イスラエル感情拡大 ⇒ 体制批判？
• イスラエルと外交関係を有するアラブ諸国の動き
• ハマース対イスラエル⇒パレスチナ対イスラエル⇒アラブ対イスラエル⇒イスラーム対
イスラエル

• 仲介者は？エジプト、カタル、国連、アラブ連盟、GCC、トルコ、中国？、ロシア？
• ヨルダン川西岸のパレスチナ自治政府は蚊帳の外？

• 停戦ができたとしても、パレスチナ問題の抜本的解決（二国家解決）にはいたらない？
• 遠のくサウジアラビア・イスラエル国交正常化？
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ハマースをめぐる相関図
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パレスチナ自治政府
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